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ポ リ J二 テ レ ン の 可 塑 性
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Plasticity of Polyethylene

By Saburo Yamamoto,D･Sc･
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Abstract

Inthepresentreport,thethreeconstantsofvariousimportedpolyethylenes

and the relationbetween the viscosities of extrusion type plastometer and of

compressiontypeplastometeraredealt within wayofthecomparativestudy,

as summarized as follows:

(1)The photographic observation of the distribution of丑owlinesinthe

orifice of extrusion type plastometer has proved that the theorycon-

cernlng theextruded volumecanbeapplied to thepolyethylene･

(2)According to the three constants of the plasticity for polyethlene,it

wasfound that the plasticityarein the same order for DE→3401,DEq

3422,DE-6401,DE-6408,butZL3859,Alathon,DE-6603aredifferentfrom

the formers.

(3)RelationbetweenAowingtimeandabsolutetemperatureofpolyethylene
over the range from130to230OCcanberepresentedby thefo1lowlng

formula.

logご=
α
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Where,i=fl0wing time,T=absolute temperature,a,,β=COnStantS･

Furthermore,it was foundin his experiment that the activation

energyis about12.9kcal/mol.
(4)Itisinducedfromtherelation between plasticity and temperature for

polyethylene(DE-3401)that the value of yis41.7×10J3sec(kg/cm2)at
1300C,butitdecreasesto4.3×10r3sec(kg/Cm)at2100C(aboutl/10)･

(5)As for polyethylene(DE二4301)at130OC,theviscosityofplastometeris

5.17×106～2.50×105(POise)overtheweightrangefroml.44to5･4kg/Cm2･
AIso,the viscosity decreases with theincrease of the weight･

(6)Onthe otherhand,theviscosityofextrusiontype plastometerisO･0417

SeC(kg/cm2),Where the weight rangesfromlO.8to65.7kg/cm2･
Thusitcanbe concluded thattheviscosity ofplasometersofbothtypesis

nearly equalso far as the conditionsimposed are the same.

〔Ⅰ〕緒 言

電線用熱可塑性高分子物質の最適押出作業条件を把握

する目的で被押出物の可■塑件をとりあげ,電線用熱可塑

性物質の~百｣､塑性を わす尺度上して3常数兜∴ヤ*,′を

用いることがよいことを提唱して来た｡この3常数のう

ち軍*は粘性係数に相当する流れの常数,′は単位面積
*
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当りの降伏値である｡乃については荷重指数と呼ぶこと

にした｡先に試作押出式ブラストメータを用いて,塩化

ビニル樹脂混和物の可塑性の3常数(1)〝(3-を め,理論

および実験の両面より塩化ビニル刷旨混和物の可塑性は

3常数をもって わしうるこ土をあきらかにした｡試作

圧縮型ブラストメータを使用して塩化ビニル樹脂混和物

の可塑度計粘度(`1)～(5)を求め,引続き天然ゴム混和物の

各種配含量,混脚寺問二可塑酢6)～(8Jを求め,流線形状
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および流出量に対する理論値と実験値の類似性をあきら

かにした｡既幸艮(9巨り2)においては合成メム(ネオプレン

GNIA)混和物の軟化剤ソバロイド配た量,ゴム配｢ナ量,

カーボン配合量土可塑性の3常数および電気的,物理的

諸性質の関連性(9)～(12)にづいて実験的に論究した｡

本報告においてはポリエチレンを対象として,均一性

のある製品をうるための最適押出作業条件を把握する目

的とさらにポリエチレンの被覆作 を新らしく可塑性の

面から品質管理を行う基礎の資料をうるため,ポリエチ

レンの可塑性および粘度の面より研究を進めた｡

ポリエチレンはエチレンを高圧の下に加熱香合させた

メチレン葺から成る平面ジグザグの長鎖状分子で所々二

側鎖を持つ巨大イソパラフィンである(13)｡したがってパ

ラフィンと類似の性質を持っているが,その特性は分子

量によって大きく左右され,高分子量のものは白色パラ

フィン状であり,高周波絶縁物として使用するものはこ

の中で高分子量(平均分子量 20,000以上)のものであ

り,誘電率および誘電正切は周波数および温度にほとん

ど影響を受けず一定で,しかもその値は従来の絶縁物に

比して非常に小さい相生(14)を持っている｡我国ではポ

リエチレンニー王量産の域こ至って∴､ないので現在われわれ

第1表 ポ リ エ チ レ ン の 流 出 量

Tablel.Flowlng Volume of Polyethylene

試

DE13401

DE-3422

DE仏6401

DE-6408

DE-6603

Z-3859

~ア ラ ソ ン

荷 重:
(kg.ノcm2)

1.51

4.52

7.54

10.8

1.51

4.52

7.54

10.8

1.51

4.52

7.54

10.8

1.51

4.52

7.54

10.8

1.51

4.52

7.54

10.8

1.51

4.52

7.54

10.8

1.51

4.52

7.54

10.8

(注)測定渥度:2108C

流 拇 囁

(s)

931.0

110.0

40.5

23.5

500.0

86.4

32.0

16.0

流 出
(cm8./′s)

量

0.857×10-4

7.255×10~4

19.70 ×10~4

33.96 ×10】4

1.335×10~~4

9.377×10-4

24.86 ×10■4

43.37 ×10~4

1.067×10【4

7.980×10~4

22.48 ×10~4

39.12 ×10~4

1.118×10~4

8.779×10【∫1

22.64 ×10~4

38.93 ×10~4

2.089×10~4

5.915×10▼4

11.43 ×10】4

3.787×10【4

11.74 ×10【4

26.08 ×10【4

1.596×10-4

9.236×10~4

24.94 ×10-4

49.88 ×10~▲1

評 論 第37巻 第6号

が使悶しで.､るのは米国U.C.C.杜(Union Carbide

and Carbon Corporation)製のものである｡

〔ⅠⅠ〕ポリエチレンの荷重と流出量

ポリエチレンの試料としては DE-3401,DEL3422,

DEⅦ6401,DE-6408,DIL'6603(いずれも米

社製),アラソン(米

の7種

U.C.C.

デュポン社製),Z-3859(再生品)

のものを使用した｡なおこのうちDE-3401は

高周波ケーブル用であり,DE-3422は白色で耐湿性が特

こよく,低温物理的性質がすぐれている｡DE→6401は耐

候性がよく黒色である｡DEL6408,DE.6603はいずれも

黒色のものである(15)｡

上記の試料を各160gづっ採り,75-800Cの小型電

熱ロールで混練してかつ160～1630Cの電熱プレスで厚

さ約 2mm のシートを作り,直径的10mmのコルク

ポーラで打抜いた円板を4枚重ねて使用した｡測定機は

試作押旧式ブラストメータを使用し,測定温度 2100C,

ヘ音)
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第1回 ポリエチレンの荷重と流出量の関係

Fig･1･Relation between Load and Flowing

Volume of Polyethylene



ポ リ エ チ レ ン の 石† 塑 性 973

荷重10.8,7.54,4.52,1.51kg/cm2の場合にづいてC71

単位長さ当りの流出時間を測定した結果は貰1表の通り

であり,また単位時間の流上_u量は第】図の通りであるJ

第1図からわかるように流L【1量の多い順位ミ.エアラソン,

DE-3422,DE-6408,DE一一6401,DE-3401の順でこ

は大体同一程度のものであるが,Z-3859 および DE-

6603はかなり流冊量が小さくなっている｡各柿ポリエ

チレンとも荷重と流丑届の関係ほ両側対数座標に三ると

直線的関係にあるこ上がわかった｡なお本実験に測定温

度として2100C を選んだのは,ポリエチレンを押出機

によって被覆作業を行う場合2100C前後をその押出作

用しているためである｡

〔ⅠⅠⅠ〕流線 の 形 状

流出量より可塑性の3常数算出の理論の仮定がポリエ

チレンの場合にも成立するか否かを実験的に確かめるこ

とゝした｡本fl睾論の仮定は流線分布においてオリアィス

内の流れの状況がオリブィスの周囲で流速が零である

いうことである｡

流線分布が妥当であるかどうかを調べるため,ポリエ

チレンを慧に着色し,自と黒の試料を重ねて押出式ブラ

ストメータのオリフィスより押出し,流出した紐状の試

料を2っに縦に切って反射光綿を利用して撮影し ケ
"
小た

は第2図に示す通りである｡その流線分布は先端が尖っ

ており中央部の流速に比較して用達は無視しうる程度に

小であるので押出量の理論が成立するとみなし/うるから

つぎにポリエチレンの可塑性の3常数を求めることゝし

た｡

[ⅠⅤ〕ポリエチレンの可塑性の3常数

(り 可塑性の3常数

可塑性の3常数とは(1)式に示すぞ*(粘性係数に相当

する流れの常数),′(単位面積当り降伏僻),甲(荷重指

数)のことである(1〉｡

甲*
l/JI

(/J･

こゝに
d〝

ーJ/･

=-(丁-′)れ T≧′…………(1)

:流れの方向の速度勾配

で: 単位面積当りの勢断応力

つぎに可塑性の3常数で*,ム乃はつぎのようにして

決定される｡各種ポリエチレンの流出量(cm3/s)と荷重

(kg/cm2)の関係を両側対数グラフにとると第1図の通

りである｡つぎにこの曲線に荷重の大きいところで切繰

を作るのであるが,ポリエチレンの場合には荷重と流出

量の関係が直線的関係にあるので,この直綿上の任意の

2点旦.Q上において荷重および流出量の価を読みと

り,それらの価をそれぞれ4汽,封㌔およぴn,坑

(注)湿度:1300C

倍率:×10

荷重:20kg/cm2

第2図 ポリエチレン(Z-3859)の流線形状

Fig.2.Distribution of Flow Lines of

Polyethylene

すればっぎの連立方程式をうる｡

logyl=A+乃log(APl)

loglち=A十乃log(』f㌔)

こ ゝに

A=log
汀 α≠+2 1

完了亨~●て封)兜`●矛~‥

.(2)

.(3)

したがって上式A,〝を未知数として研けば可塑性の3

常数の1っである乃はつぎのようにして求められる｡

logn-loglち
乃 =

log(』旦)…log(A粍)`

また同様にAほ

A=

,(4)

loglち･log(4Pl)-logγ1･log(AR)

log(4Pl)-log(』昆)

‥(5)

められる｡このAの値を(3)式に代入してⅤ*

は決定される｡また別に単位面積当りの降伏値′はつぎ

のようにして求まる｡荷重を負荷してまさに試料が流れ

ほじめようとするときの圧力差Pl-fちをとれば

′=
r･Jl:

2J
~α ………..‥.

..(6)

以上で可塑性の3常数乃,マ*,′は決完される｡この方

法により各種ポリエチレンの可塑性の3常数を求めると

第 2 表 ポリエチレンの可塑性の3常数

Table2.3Plastic Flowing Constants of

Polyethylene

可 塑 性 の 3 常 数

書式
料

DE-3401

DE-3422

DE-6401

DE-6408

DE-6603

Z-3859

ア ラ ソ ン

1.910

1.798

1.830

1.845

1.955

2.198

1.891

(注)測定湿上宝:210ロC

で並s

(kg/cm2)

4.265×10~3

4.048×10~3

4.566×10~3

4.242×10~3

13.58 ×10【3

6.575×10-3

3.393×10▼牒

′(kg/c皿∋)

8.699×10-3

4.060×10~3

5.278×10→3

4.872×10~3

21.92 ×10~3

16.24 ×10~3

3.898×10-3
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第2表(前亘参照)のようこなる｡第2表からわかるよう

にDE-3401,DE-3422,DE-6401,DE-6408の可塑性:工

いずれも同一程度であることおよびZ-3859,アラソン,

DE-6603 ほ以上の4.種 と㍑異なっているこ!がわか

った｡

(2)流出量についての理論値と実験値の比較検討

ポリエチレンDE-3422こついて試作押出式ブラスト

メータによる流出量の実験値と第2表に示すDE-3422

の押上号*(実験値)を用いて(7)式より流出量の理論値

を示す土笛3図の通りであるっ なお花,芳*:ま文献値がな

いので実験値を用いたものである｡

∴ l.･･
‥

logy=log∵∴.つ-･
〝+3 ▼(2J)耶

1

●笥哀

(音)

脚

ヨ

喋小

たゞし,J

(Z

+乃log(Pl一哉)(11…………‥(7)

オリフィスの長さ

オリフィスの半径

Pl,為:オリフィスの両端の圧力

Ⅴ:流出量

第3図より流出量の実験値三相論値はかなり近寓りて

いることがわかる｡

〔Ⅴ〕押出式ブラストメータによる流出量の

温度特性

以上は各種ポリエチレンこついてその押出作業温度∴

近い 2100C における可塑性の3常数を求めたのである

がポリエチレンは測定温度こよって流出量は当然異って

るものであるっ つぎ:ニポリエチレン
DE-3401,DE-

3422 について測定荷車 4.52kg/cm2 の場合測定温度

130,150,170,190,210,230〇C ニおける試作押出式ブ

ラストメータによる流出量を求めた結果は第3表のよう

になった｡すなわち荷重4.52kg/cm2の場合DE-3401

では1300Cにおける流出量0.506×10~icm3/sのもJ)

が2300Cでほ12.65×10-4cm3/s土なり約25借上なっ

ている｡またDE-3422にづいては1300Cで0.55×10~4

のものが2300Cでは17.6×10AIcm3/s となり約32倍

に増加しているのでポリエチレンは温暖の上昇にしたが

って可塑性の増加が大きいことがわかった｡押出式プラ

るポリエチレンDE-3401の場〔γの流出

(r:絶対温度)土の関係を片側対数グラフ

こ示すと第4図のようこ直線的関係にあることがあきら

かになった｡

木実験における測定温度の範囲において(8)式が成立

する｡

log才=

たゞし 才は流出時間,r:ま絶対温度である｡

第4図より∝を める 二,

.(8)

α=2.86 上なり(8)式は

/
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司
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第3図 ポリエチレン(DE-3422)の荷重と流出量

の実験値と理論値の比較

Fig.3.Comparison between Load and Flow-

ingVolume(Observed or Calculated)

Of Polyethylene(DE-3422)

第 3 表 ポリエチレンの流出量と温度との関係

Table3.Relation between Flowing Volume

and Temperature of Polyethylene

130

150

170

190

210

230

1,576.8

742.3

354.5

189.9

112.5

0.506×10-4El,464.0
1.08 ×10~4

2.25 ×10~4

4.20 ×10【4

7.09 ×10-4

63.1L12.65×10-4
(注)測定荷重:4.52kg/cm2

logf=
2.86×103

605.2

296.8

163.6

83.9

45.3

0.55×10~4

1.32×10~4

2.69×10-4

4.88×10-4

9.51×10-4

17.6 ×10-4

ーβ. .(9)

土なる｡これからポリエチレンミ･こついてある温度で流出

時間を御宝する土本式により州要の温度(130-2300C)

の流出日寺間を求めることができる｡

一方流出量は流出時間に 比例し,温度が高いので

Newton流動をすると仮定すると,流出量は粘度は逆比

例するから粘度凍と流出時間才との間にはつぎの関係が
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第4図 ポリエチレン(DE-3401)の流出時間と

との関係

1テ

Fig.4･Relation between Flowing Time and

of Polyethylene(DE-3401)

成立する±考えられる｡

1 ■･リ

αニよ比例常数

したがって流出時の活性化エネルギ←gは次式により

算出できる｡

E二(
ト

ト ×4.575……‥(10)

いま上述の実験結果よりこのEを求めると約12･9

kcal/molとなる｡なお文献√･16)にも流出時の活性化エネ

ルギ,は約13kcal/molとなっていて一致しているこ

とがわかった｡

〔ⅤⅠ〕ポリエチレンの可塑性の3常数の

うち粘度(が)と可塑度計粘度(Y)

との比較検討

(り 押出式ブラストメータによる粘度(で*)

の温度特性

艮()において熱可塑性物質のレオロジと物理

的性質の問題をとりあげ試作押出式ブラストメトタによ

る可塑性の測定法と塩化ビニル樹脂混和物の可塑性,お

よび試作圧縮型ブラストメ←タによる粘度の測定法と塩

節 4 表 ポリエチレン(DE-3401)の温度および

荷重を変えた場合の流出量

Table4.Flowing Volume of Polyethylene

(DET3401)Varying Temperature

and Load

((∫C)

130

150

170

190

210

度 岳 荷 重:
(kg/cm2)

10.8

29.3

38.3

65.7

10.8

16.8

23.0

56.5

4.52

10.8

20.0

47.5

流 出 時 間
(s)

流 出 量

(cm3/s)

第 5 表 ポリエチレン(DE-3401)の押Ⅲ式プラ

ストメ←タによる粘度と温度との関係

Table5.Relation between Viscosity and

Temperature of Polyethylene(DE¶

3401)byExtrusionTypePlastometer

1300C

1500C

170ロC

190nC

2100C

(注)′ヱは荷薮指数

0.0417

0.0226

0.0116

0.0067

0.0043

∴:

2.08

2.04

2.01

1.91

化ビニル刷旨混和物の可塑度計粘度について論究した｡

押出式プラストメータは熱可塑性物質の流動温度以上を

対象とするに便であり可塑性の3常数も流れの定常流に

ついて測定してきたものである｡一方圧給塾ブラストメ

ータは温度がはるかに低く軟化点附近の変形を対象とし

たものである｡しかも前述(1)(2)(4)のように押出式ブラス

トメータには時間が入ってこないが,圧縮塾プラスIメ

ータでは圧縮が時間の函数となっている｡そこで筆者は

上りあえずポリエチレンを対象として押出式ブラストメ

ータによる粘度と,圧縮塾ブラストメータによる可塑度



976

l

∴･

･
､
､

･

臼 二正

第5図 ポリエチレン(DE-3401)の押出式ブラス

トメータによる粘度と温度との関係

Fig･5･Relation between Viscosity and Tem-

perature of Polyethylene(DE-3401)
by Extrusion Type Plastometer

計粘度を同一温度で測定することゝした｡粘度の温度特

性を求めるため,温度および荷重を変えた場合の流出量

を求めた結果は弟4表(前頁参照)に示す通りである0

第4表の結果を用いて前述の方法によりで*を求める

と茶5表(前真参照)および第5図に示すようである｡

(2)圧縮塾ブラストメータによる可塑廣計粘度(マ)

ポリエチレンの押出式ブラストメータにより粘度と圧

縮型ブラストメ←タによる可塑度粘度計を比較するため

試作圧絡塾プラスIメ･一タ(1)(4)の一部を改造し,できる

だけ測定荷重を大きくした｡1300Cにおいて測定荷重

1･44,2･78,4･05,5･4kg/cm2において既報(1)の場｢T二

同一形状の試料,同一方 によって可塑度計粘度を測7E

Lた結果は第占表の通りである｡

一方前述の押出式ブラストメ←タによるポリエチレン

(DE-3401)の粘度は0.041s(kg/cm2)である｡これを

Poise単位に換算するため9.8×105(1)倍すると,第一表

に示すように0.41×10~5(poise)となる｡

一方筈占表の結果からポリエチレンの可塑度計粘度ほ

荷重が大きくなるほど減少しているので,押出式ブラス

トメータにおける荷重の程度に大きくなると可塑計粘度

は押出式ブラストメータによる粘度に近ずく傾向にある

ことがわかった｡

以上で押出式ブラストメ←タによる粘度と圧縮型プラ

スヤメータによ可塑度計粘度ほ同一試料,同一偏適,同

一荷重にする･とほぼ接近した値を示すことが実験的にわ

かったわけである｡しかし圧縮型プラストメータにおけ

る可塑度計器占度が 間の函数であって押出式プラストメ

一夕による粘度は時間に関係がない｡この間の究明はこ

ののち大きな宿題である｡

第37巻 第6号

第 6 表 ポリエチレン(DE-3401)の圧縮型ブラ

ストメ←タによる可塑度計粘度(マ)

Table6･ViscosityofPolyethylene(DET3451)

by Compression Type Plastometer

1.44

2.78

4.05

5.4

で(Poise)

5.17×10【i

4.31×106

3.DOXlO6

2.50×105

(注)珊定温変:130ウC

〔ⅤⅠⅠ〕結

が(Poise)
坪田式プラストメ一

による粘度

0.41×10ri

(荷重10.8～65.7kg/七m2)

~喜■

以上の結果を総括する上

(1)ポリエチレンの場合Gこついて試作押出式プラス

トメータのオリフィス内における流繰の分布を写白にと

り,その流繰の形状から流出量に対する坪論を適用しう

るこ上があきらかになった｡

(2)各種のポリエチレンについては可塑性の3常数

を求めた結果,DE-3401,DEL3422,DE-6401,DE-6408

の可塑酢まいずれも同一程度であることおよぴZ-3859,

アラソン,DE-6603は以上の4種類とは異っている二

王がわかった｡

(3)ポリエチレンDEL3401,DE-3422にっていて

荷重4･52kg/cm2 の場合の温度と流出量の関係を求め

た土ころポリエチレンは温度上昇にしたがって可塑性の

増加が大きいことがわかった｡

(4)測定温度130～2300Cの範囲において押出式ブ

ラストメータによるポリエチレンDE-3401について流

出畔聞三相対温度との関係について次式が成立する｡

∝

logf=

た_ゞし オ:流山時間,r:絶対温度,α,β:常数

また本実験結果より活性化エネルギgを求めると約12.9

kcal/mol土なる｡

(5)ポリエチレン(DE-3401)の可塑性と温度との

関係は1300Cで甲*が41.7×10▼3s(kg/cm2)のものが

210eCでは4･3×10~3s(kg/cm2)土なり約1/10に減少

Lている｡

(6)温度1300Cにおいてポリエチレン(DE-3401)

について荷電1･44から5.4kg/cm2の範囲にわたって可

塑度計粘度を求めた結果は5･17×10≡～2.50×10=･(poise)

の範囲にあり,荷重が大きくなるほ

がわかった｡

少していること

(7).押出式ブラストメータによるポリエチレン

(DIL3401)の130OCにおける粘度は0.0417s(kg/cm2)

であり,Poise単イ､i二に換算する三0.41×105(poiミe)(荷
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~向こ10.8～65.7kg/cm3)である｡

_1二記二苦か仁〕押出式プラストメビタによる粘度土ノ王縮
型ブラストメータによる可塑度計粘度は卜iト荷車になそ

上その伯はほぼ接近Lた値を示すこ上がわかつ7∴ノ

(8)押出式ブラストメータによる可塑性の測ぷ結墨

ほ精度が高く,測定時聞が頗かく 被経
費屯 漉首質

〔
レ
■

業作
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実用新案第415589号

斬 罪 の 沼 介

自 動 扉 開

この考案は,エレベトタにおけるドアマシン電動機の

制御に関するもので,粟籠が着床して開扉を行う場合,

動機の始動により乗籠靡に設けた摘み装置が階床扉に

設けた突条を摘み,両扉を一体に掛合する間, 動機速

度の過昇を抑制して,摘み装置の急激な作動による衝音

の発生を防止したものである｡

第1図はドアマシン電動機の制御回路,第2図は位置

連動カムスイッチの構造を示すもので,乗籠が着床階に

近づき遜転辛がカースイッチを開けば,接点11αは開き

11∂は閉じ,電磁接触器12ぉよび13が励磁され間合

し,ドアマシン電動機Aを起動する｡このとき第2図に

示すように位置カムスイッチ16のカム17により接点

OS2が閉しているので, 動機Aの回路に減速抵抗0月巳

が並列に接続される｡したがって夜着界磁ダの励磁電流

はこの並列抵抗のない場合に比して大きく, 動機は低

速度で始動しこの低速回転中に乗籠屏に設けた摘み装置

を作動し階床扉に設けた突起を摘み両扉を一体に掛合す

る,故に摘み動作は静粛に行われ衝音を発することが~な

い

動機の前記巨巾如こつれカムスイッチ16は矢印方向

に回転され,カム17 との掛合いが外れて]妾点OS2を

開き,並列抵抗Oj?ゴを除外し,界磁ダ の励磁 琉を

減少し,電動機を昇達し,つぎに OSlか閉じ直列抵抗

0孔の一部を短絡して加速し,両扉の同時開放を高速度

で行い,開扉の中途以後の衝程でOSごおよびOS3が順

次開合し,OStての間合により並列抵抗Oj～ごを電動横に

並列に接続して減速し,OS3の間合により並列抵抗0孔

の一部を除外してさらに減速L,やがて開扉制限開閉器

0エSが閉路するに至り 磁接触器12およぴ13 を消

磁開放して電動堆を停止し 開扉操作を終了する｡

開扉操作はカースイッチを閉じ,接点11∂を開き11`Z

を閉じることにより電磁]妾触器14,15の間合およびカ

ムスイッチのカムに応劃する]要点CSl,C52,C5.ぅ の順

次開合によりそれぞれ減速一抵抗C足ゴおよび加速抵抗

Cガlを制御して行われる｡

閉 制 御 装 置
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第2図 位置 カ ム ス イ ッ チ 展開 図

この考案は前述のように,特に開扉操作に当り,摘み

装置の摘み動作中,ドアマシン電動機の速度を低速に保

つよう考慮し,位置カムスイッチ16にカム17 を附加

することにより簡単確実にその目的を達しえたものであ
る｡ (滑川)




